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○ 道路に関連する様々なデータを共通の基盤に紐づけたプラットフォームを構築し、データ利活用による維持
管理の高度化、一部データ公開による民間利活用・技術開発等を促進。

道路データプラットフォームの構築
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道路管理以外にも、マーケティングや自動運転等、
民間分野も含めて広範な活用を視野

民間開発アプリケーション

道路管理アプリケーション

イメージ（NEXCO東日本 SMH）

その他
○ヒヤリハットマップ ○通れるマップ

など

高品質な道路管理アプリケーションは
積極的に採用
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国土地理院地図
DRM-DB ※ネットワークデータ（約100万km）

道路基盤地図情報 ※直轄のみ、整備率約3割

MMS、LP ※直轄のみ、MMS：取得中、LP：取得率100%
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全国道路施設点検データベースの概要

○ 道路施設の定期点検は２巡目に入り、道路管理者毎に様々な仕様で膨大な点検・診断のデータが蓄積
○ その様なデータを一元的に活用できる環境を構築：全国道路施設点検データベース
○ 全国道路施設点検データベースは、基礎的なデータを格納する基礎DB及び道路施設毎のより詳細なデータを

格納するデータベース群（詳細DB）で構成
○ 基礎DBは5月に、詳細DBは７月に公開開始：webブラウザからの閲覧等が可能。加えてAPI（Application 

Programming Interface）を公開

• 上下部構造形式/使用材料
• 径間数、支間長
• 適用示方書
• 部材毎の損傷の有無、種類、
程度 等

基礎DB

• 位置（緯度・経度）
• 路線名
• 管理者名

• 完成年度
• 点検実施年度
• 判定区分 等

道路橋DB

• 横断歩道橋の昇降形式
• 標識・照明の支柱形式
• 変状のある部材
• 変状の種類
• 部材単位の評価結果 等

附属物DB

• 落石荷重（シェッド）
• 内空幅・高さ（カルバート）
• のり高・小段（土工構造物）
• 変状のある部材
• 変状の種類 等

土工DB

• トンネルの施工法
• トンネル等級
• 土かぶり
• 変状・異常個所数（漏水、外
力、劣化） 等

トンネルDB

• 舗装の種別・構成
• 健全性診断区分
• 点検結果（ひび割れ、IRI等）
• 措置の履歴 等

舗装DB

5月公開

全国道路施設点検データベース

7月公開

利用者登録等はこちらから→https://road-structures-db.mlit.go.jp/

無料

有料
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公開データボリューム例
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橋梁
73万橋 200項目

国管理
3.8万橋 1,400項目

トンネル
1.1万本 100項目

国管理
0.2万本 300項目

横断歩道橋
1.2万橋 130項目

国管理
0.2万橋 1,300項目

舗装
国管理

4.6万km※1 130項目

大型カルバート
0.8万施設 30項目

国管理
0.25万施設 100項目

※数字は全て概数
※1：上下線別の数字



公開データ

詳細DB 施設
閲覧・取得可能データ（7月有料公開範囲）

対象 データ項目

道路橋 橋梁

全道路管理者の
約73万橋

詳細データ約200項目：構造諸元（代表値）、点検結果、耐震補強状況等

国交省管理の
約3.8万橋

詳細データ計約1,400項目：上記に加え構造諸元（構造体毎）、構造･材料種別点検結果（要
素･部材単位を含む）、点検･補強履歴等

トンネル トンネル

全道路管理者の
約1.1万本

詳細データ約100項目：施工法、変状・異常個所数（漏水、外力、材質劣化）等

国交省管理の
0.2万本

詳細データ計約300項目：上記に加え諸元（トンネル等級、土かぶり等）、非常用施設諸元、
診断結果等

附属物

横断
歩道橋

全道路管理者の
約1.2万施設

詳細データ約130項目：構造諸元（代表値）、点検結果、橋下の管理者等

国交省管理の
約0.2万施設

詳細データ計約1,300項目：上記に加え構造諸元（構造･材料種別等）、変状のある部材、変
状の種類、部材単位の評価結果等

門型
標識等

全道路管理者の
約1.7万施設

詳細データ約50項目：構造諸元（代表値）、点検結果、施設設置場所等

国交省管理の
約0.4万施設

詳細データ計約400項目：上記に加え構造諸元（標識表示内容等）、変状のある部材、変状
の種類、部材単位の評価結果等

標識・情報板
国交省管理の
約32万施設

詳細データ計約300項目：構造諸元（標識表示内容等）、補修内容、補修履歴等

照明
国交省管理の
約28万施設

詳細データ計約200項目：構造諸元（灯具の種類等）、補修内容、補修履歴等

舗装 舗装
国交省管理の
約4.6万km※1

詳細データ約130項目：舗装の種別・構成、健全性診断区分、点検結果（ひび割れ、IRI等）、
措置の履歴等

土工

シェッド

全道路管理者の
約0.3万施設

詳細データ約30項目：内空断面、上部・下部構造、点検結果の判定区分（代表値）、所見等

国交省管理の
約750施設

詳細データ計約200項目：上記に加え設計条件（落石荷重等）、変状のある部材、変状の種
類等

大型
カルバート

全道路管理者の
約0.8万施設

詳細データ約30項目：内空施設、構造形式、使用材料、点検結果の判定区分（代表値）、所
見等

国交省管理の
約2,500施設

詳細データ計約100項目：上記に加え内空幅・高さ、変状のある部材、変状の種類等

特定
土工

国交省管理の
約1.8万箇所

詳細データ約200項目：のり高・代表勾配・小段数、主な構成施設、変状の種類等

※1：上下線別の数字
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全国道路施設点検データベース

https://road-structures-db.mlit.go.jp/

ユーザー登録はこちらへ
サンプルデータ、料金、APIの仕様等
についてもこちらからご確認を

無料分はこちら
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全国道路施設点検データベース

施設を選択
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橋梁のサンプルデータ（日本橋）

諸元と総合検査結果
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損傷写真

損傷図

橋梁のサンプルデータ（日本橋）
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トンネルのサンプルデータ

○○トンネル

○○県○市○1丁目

○○県○市○1丁目

36.＊＊＊

139.＊＊＊

○○地方整備局
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一般ユーザー数（2023年1月10日時点）

道路橋 トンネル 附属物 舗装 土工

合計 39 22 37 29 26

民間企業 31 16 30 24 21

財団・社団等 6 5 6 5 5

大学 2 1 0 0 0

個人 0 0 1 0 0

※この他、全道路管理者がユーザーとなる
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現状認識と現在・今後の取り組み

＜改良に向けて＞
（１）下記に取り組むとともに「改良計画」の策定に着手

①UI・APIの改良／統一
（例）
・点検業務においては、対象となる複数施設の情報を事前に把握する必要
→複数施設の点検様式を一括で取得できる機能・参照用APIを設けてはどうか

・損傷写真はAI教師データとして活用可能
→一度に大量の画像データ及びその属性情報を提供できるAPIを設けてはどうか

②多様な点検データ（新技術）への対応（後述）

③データ標準化
xROAD全体で／点検DBで標準化すべきデータ項目の抽出
に着手

等



12

現状認識と現在・今後の取り組み

＜活用促進に向けて＞
（１）業務効率化・高度化に資するアプリケーション開発・公

開に着手 （後述）

（２）データチャレンジへ参加 （後述）

（３）他システム・DBとの連携
・DRM

・国土交通データプラットフォーム
・電子納品保管管理システム
・他の道路管理者のDB 等
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多様な点検データ（新技術）への対応

○ 点検・診断における新技術やそこから生成される多様なデータへ対応するための改良を予定

点検画像を3次元モデルで管理するソフトウエアの例 ※土木研究所共同研究資料より

撮影位置

撮影位置を選択

❸点検内容を記録
❷点検位置を
３次元モデルに記録

クラウドサーバー

SfM処理（橋梁全景）

撮影画像アップロード

SfM処理（橋梁内側）

画像と3次元点群を重ねて表示
損傷位置と調査結果の記録

点検調書への自動出力

損傷位置図

損傷写真



令和４年度以降の取組み

○ 全国道路施設点検DBは、全国の道路施設の諸元・点検結果等を一元的に収集するシステム
○ 効率的な道路の維持管理のためには、民間開発のアプリケーションとDBを一体で活用することが必要
○ 道路管理者でのアプリケーションの活用を促進するため、DB管理運営団体でアプリケーションの機能等を

取りまとめ、カタログ形式で公表

アプリ開発者

画
像
認
識A

I

確認したい変状の写真

AIによりDBから

類似画像を出力

～点検結果を効率的に入出力～
～維持修繕計画の最適化～

供用期間

管理方法②

機
能
健
全
性

管理方法①

管理方法①

トータルコストを比較

管理方法②

修繕のタイミングと修繕費を推計

道路橋
DB

前回点検結果を
現場で確認

点検結果を
現場で入力

DB管理
運営団体

道路管理者

API利用申請

API利用承認

使用料

道路橋
DB

～健全性の診断を支援～

アプリ販売

アプリケーション
カタログカタログを活用して

使用するアプリを選定

アプリの機能等を
カタログ形式で公表

【アプリケーション活用の流れ】

【期待される導入場面の例】
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業務効率化・高度化に資するアプリケーション開発・公開に着手

○ 民間での開発も期待しつつ、まずは直轄でアプリケーションの開発及びその成果の公開に着手
（期待する効果）
・直轄職員の生産性向上
・点検DBの活用促進

DBに対する改善意見の発掘
連携したいデータのアイディア発掘
アプリケーションに対するニーズの具体化

・民間等での開発促進
・地整間の重複投資の回避

BIツールを用いて点検データベースの判定区分を表示したイメージ BIツールを用いた多径間の点検調書の表示イメージ
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業務効率化・高度化に資するアプリケーション開発・公開に着手

○ 開発したアプリケーションは、ソースコードも含めxROADのポータルサイト（構築中※）等で公開予定

xROADポータルサイトイメージ

※公開時期は未定
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データチャレンジへの参加

○点検データ活用のきっかけを創出すると共に広くアイディアを集めるため、インフ
ラデータチャレンジ※に参画
・特別賞を設置
・新潟市、岐阜市、熊本市内のデータを提供

※2018年から土木学会が行っているもの。2019年からは（一社）社会基盤情報流通推進協議会（AIGID）が行っているアーバンデータチャレンジと共同開催

○道路のMMS点群データ、業務・工事成果等も合わせて提供

https://urbandata-challenge.jp/idc2022


